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植
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利
潤
の
経
済
的
及
び
道
徳
的
性

質
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歩

か
退
歩

か

農
業
勢
働
問
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・

時

弧
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地

方
税
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度

の
整

理
を
論
ず

・

説

苑

大
邸
の
今
市
に
就

い
て
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洲
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支
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商
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簿
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Al

鍛,

満
洲
に
於
け
る
支
那

商
店
の
帳
簿

大

森

研

造

一

商
業
帳
簿

の
組
織

満
洲

に
於
け
る
支
那
商
店
の
帳
簿
組
織
は
商
業

の
種

類
取
引

の
大
小
各
店
の
特
色
慣
習
等

に
依
り
て
必
ず
し

も

一
様
な
ら
す
、
殊
に
そ
の
名
種
の
如
き
あ
、歴
に
し
て

各
種
商
店
の
帳
簿

に
就

き

一
々
説
明
を
下
す
こ
ε
は
容

易
の
業

に
ゐ
ら
ざ
れ
ば
、
今
愛
に
は
奉
天
長
春
の
各
城

内
に
於
け
る
大
商
店
の
使
用
せ
る
商
業
帳
簿
を
標
準
ε

」し
て
其
組
織
の
大
要
を
述

べ
ん
ざ
欲
す
。

珊

商
業
帳
簿

の
種
類

、

ぐ

今
商
業
帳
簿
を
主
要
簿

ご
補
助
簿

`
に
大
別
し
、
主

要
簿

は
更

に
分
ち
て
原
始
簿
轄
記
簿

の
二
ε
な
す
、
原

、

始
簿
韓
語
簿
補
助
簿
は
亦
各
種
別
に
悉
じ
て
之
を
細
分

す
る
こ
ご
を
得

べ
し
、

今
之
を

↓
表
に

示
せ
ば
左
の

雑

録

満
洲
に
於
け
る
支
那
商
店
の
帳
簿

如

し

。

窒

麟　
鱒繍
灘
…

「麦

踏
.

商
業
展
延

資
木
騰
清

(資
本
主
勘
定

元
帳

V

「

コ

進
化
騰
清
(粛
腎
叩
仕
入
元
帳
)

各
戸
騰
清
(商
口m
費
上
元
幌
)

虻

顯

露
難

一
存
戸
騰
清

(借
入
金
元
帳
)

へ
存 門 日

一

.

貸
本
加
費
(諸
掛
元
帳
)

コ

暫

甜
四
(未
決
算
勘
定

一兀
帳

)

魔

項
藷
籍

元
帳
)

[甥

黄

出
票

眠
支̂
摯

形
記
套

記腔
(小
賞
帳
)

貨
(商
品
有
高
帳
)

一輪

難
難

締鞭
帳
.

一決
[
貨

簿
(貨
物
判
取
帳
)

右

に
示
せ

る
帳
鐙
…の
種
　類
は
大
商
店

に
略

ぽ
共
通

せ

る
も

の
な
れ
ご
も

、
此
外

或
は
嫁
偲
騰

清

(備
品

元
帳

)

第
十
三
巻

(第
五
號

一
四
七
)

七
六

三



・

/

'

雑

録

満
洲
に
於
け
る
支
那
商
店
の
帳
簿

寄
魯
旙
清

(依
託
品
及
積
逡
品
元
帳
)
萬
年
騰
清

(沸

貨
元
帳

、辛
棒

(給
料
元
帳
)
・等
を
備
ふ
る
も
の
あ
り
或
…

は
叉
出
票
賑
を
本
票
根
簿

(支
彿
約
束
手
形
記
入
帳
)支

票
根
欝

〔支
彿
爲
替
手
形
記
入
帳
)
に
分
つ
も
の
あ
b
。

働

商
業
帳
簿

の
村
法

ラ

や
し

イ

貨
源

貨
源
は

一
に
牧
貨
ε
構
し
我
邦

の
商
品

仕
入
帳
に
該
賞
す

る
も
の
に
し
て

日
々
購
入
す

る
商

品
を
目
附
の
順
序

に
從
ひ
費
圭
の
名
號
品
名
数
量
慣
格

運
賃
等
を
明
細

に
記
入
す
る
も
の
な
り
。

ラ

も
や

ロ

批
獲

批
登
ε
は
卸
費
の
義

に
し
て
我
邦
商
品

萱
上
帳
に
相
當
す

、
毎
日
貸
出
し
た
る
商
品
を
そ
の
順

序
に
從
ひ
て
記
入
す
、
記
入
の
要
領
は
貨
源

に
同
じ
、

大
商
店
に
於
て
は
卸
費
ε
小
費

ざ
の
廣
別
を
立
て
部
費

に
限
り
本
帳
簿
に
記
載
す
れ
こ
も
小
商
店
℃
在
b
て
は

こ
者
を
匠
別
せ
す
凡
て
本
鑓

に
記
載
す
.

ラ

ヘ
セ
ヘ
ヘ

ハ

銀
洋
銭
総

銀
洋
銭
総
ε
は
我
邦
の
金
銭
出
納

く
帳
に
該
賞
し
、
大
洋
鏡
、
小
祥
銭
、
大
洋
鏡
票
、
小
難

銭
票
、
過
嘘
銀
、
董
帖

(
露
国
の
留
紙
幣
)
、
金
票

(日
.

本
金
券
)
鈔
票

(
正
金
銀
券
)、
官
帖

(吉
林
黒
龍
江
両

錦

十

一二
雀

(岱
夘
五
噛翫

一
m燭
八
)

♪
M⊥
八
四

.

官
帖
)
、銀
錠

ρ元
賓
銀
∀
、商
帖

戸商
家
獲
行
の

一
種
の

一
覧
佛
手
形
)
及
銅
銭
等
の
収
支
を
凡
て
記
載
す
、
蓋

し
上
記
各
種
貨
幣
の
北
横
は
日
々
攣
動
し
て
相
互
間

に

開
き
を
生
す
る
が
故
に
そ
の
授
受
す
る
厨

の
貨
幣

の
種

類
を
匠
別
し
て
記
載
す

る
に
め
ら
ざ
れ
ば
牧
支
計
算
の

際
頗

る
手
数
を
要
す
る
が
散

に
、
該
簿
に
は
必
ず
授
受

す
る
貨
幣

の
種
類
を
明
記
し
其
種
類

に
從
ひ
て
計
算
を

爲
す
、
叉
谷
樋
貨
幣

の
出
入
、頻
繁
な

る
商
店
に
在
b
て

.

は
敷
種
の
帳
簿
を
備

へ
各

々
其
貨
幣
の
種
類
に
由
り
て

記
帳
計
理
す
る
も

の
あ
り
、
長
春
城
内

に
於
て
は
銭
流

水
帳
ご
栴
す

る
も

の
砂

か
ら
ず
。

昌

資
本
騰
清

勝
清
ご
は
韓
語
の
義
な
り
、

一
名

萬
金
版
こ
も
秘
し
我
邦
資
本
主
勘
定
元
帳

に
設
営
す
、

銀
詳
銭
総
よ
り
資
本
主

に
關
す
る
金
銭
の
牧
支
を
蒐
集

し
、
人
名
を
按
じ
て

一
々
是
に
噂
記
す
。

ホ

進
貨
騰
満

進
化
ε
は
仕
入
商
品
の
義
な
b
、

ぐ
我
邦
の
仕
入
商
品
元
帳
に
し
て
、
凡
そ
商
品
の
仕
入
に

係
る
も
の
は
先
づ
貨
源

に
記
入
し
、
然
る
後
人
名
別
に

よ
り

↓
々
此
帳
簿

に
韓
記
す
、
暴
れ
支
那
特
有
の
方
法

に
し
て
他

に
類
を
視
る
こ
ε
稀
な
り
。



き
　

ち
で
あ
カ

へ

各
戸
騰

清

各
戸
縢
清

ε
は
商

品
費

上
元
帳

こ

も
稽
す

べ
き
も

の

に
し

て
、
批

獲

よ
り
商

品

を
費
渡

せ

し
人
名
を
按

じ
来

り

}
々
暴

れ
に
韓

記
す

、

一
々
往
來

」

縢
溝

ξ
も

云
ふ
。

ラ

も
も
も
も

ト

荘
號

騰
清

一
に
寵
號

往
楽

天
は
鍍
局
鍍
往
來

く
こ
も
謂

ふ
、
荘
號

は
支

那
銀
行

の
総
稽

な
り
、
蓋

し
支

那

の
銀
行

に
鐵
荘

、
票
荘

、
銀
號

の
三
種

あ
り
之
を
糊
.

構
し

て
荘

號

ε
H

ふ
、
.往
来

ε
は
取
引

の
義
な
り
、
故
.

に
荘

號
往
來

ご
は
銀
行

取
引
ε
云

ふ
が
如

し
、
我
邦

の

銀
行
勘
定

元
帳

ε
も
稠
す

る
こ
ε
を
得

べ
く
、
各

取
引

銀
行
間

に
生
す

る
金
銭

の
出
入
は
擧
げ

て
銀
洋
鍍

総

に

記
載

せ
ら

る
Σ
も

の
な

る
が
、
本

帳
簿

は
即
ち

銀
洋
銭

総

よ
り
銀
行
勘
定

に
厨

す

る
も

の
を
拾

ひ
來
b
銀

行

の

…

名
號
を
按

じ
て
轄

記
し
た

る
も

の
に
係

る
。

ラ

カ
へ
り
し

チ

歓
戸
騰

活

支

那

に
て
貸

金
を
歓
戸

ε
云

ふ
、

畝
戸
騰

清

ご
は
貸
付
金

元
帳

ε
も
構
す

べ
き
》

の
に
し

て
、
銀

洋
饒
総

よ
り
貸
付
金

に
關
す

る
事
項
を
蒐
集

し

來
b

人
名

を
按
じ
各
戸
韓

記
し
た

る
も

の
な
り
。

リ

存
戸
騰

清

存

戸

ε
は

預
金

の
義

な
り
、
借
入

金
元
帳

に
し
て
敏
戸
騰
溝

ε
同

じ
く
銀
洋

鐘
総
よ
り
借

雑

録

満
洲
に
於
け
る
支
那
商
店
の
帳
簿

㎝
入
金

に
關

す

る
事
項
を
蒐
集

し
各
戸

韓
記

し
た

る
も
の

な
り
。

　

ヘ

モ
へ
た

翼

貸
本

加
養

貸

本

ざ
は
貨
物

原
贋

の
義

に

し
て

加
費

蓬
は
運
賃
荷
造
關

税
等

凡
て
原

債
に
加
は

る

べ
き

,

諸
費

用

の
義
な
り

、
此

帳
簿

に
は
銀

洋
鏡
総

に
て
原
徴

に
加
は

る

べ
き
費
用
を
蒐
集

分
類

し
て
轄

記
す
。

ラ

あ
ヘ

ル

画

配

暫

記
ε
は
未

決
算

に
旙
す

る
も
の
及
親

.

戚
朋
友
店

員
五
八他
取
引

先

に

一
時
融

通

せ
る
金
銭

の
出
【

入

を
銀
.洋
鏡
絶
よ
b
蒐
集

し
人
名

別

に
よ
り
韓
記
す
。

ラ

も

も

オ

雑

項

雑

項

ε
は
薪
炭
食
料
其

他

の
雑

費

を
構

く

す

る
も

の

に
し
て
、
銀
洋
銭
総

よ
b
蒐
集

分
類
聴

記
せ

ら
れ
た

る
も

の
足
れ
な
り
。

ラ

ヘ

ヘ

ワ

日

記

挾
義
の
日
記
帳

に
し

て
金

銭

の
出
入
、

く

「
商
品

の
費

買
に
關

せ
ざ

る
日
常
事
項
を

記
載
す

る

一
種

の
補

助
簿

な
り
。

ラ

ヘ

マ

ロド

カ

門
荘

門
荘

は
小
費

の
義

に
し
て

一
に
門

市

ご

ぐ
柵
す

、
日

夕
店

頭

に
於

て
小
費

せ
ら
れ

た

る
も

の

＼
品

名
激

量
償
格
を
順

次
記
載

し
、
毎
日
瞥
業
終
了

の
後
之

を
計

算

し
、
其
受

取
る
金
銭
は
種
類

に
惹

じ

一
括

し

て

銀
洋

銭
総

に
記

入
し
、
其

賀
上
し
商
品
は
品
種

に
從

ひ

第
十
三
巻

(第
五
雛

}
四
九
)

七
六
五

.



雑

録

満
洲
に
於
げ
る
支
那
商
店
の
帳
鑓
.

一
括

し
て
存
貨

に
記
入
す
る
も
の
こ
す
.。

ラ

ロ
マ

ヨ

存
貨

存
貨
ε
は
商
品
有
高
`
日

ふ
義
な
り
、
.

く
セ

各
種
商
品
の
現
在
有
高
を
知
る
の
便
に
供
す
る
帳
簿
な

り
、
毎
日
賃
源
批
獲
門
荘
等

よ
b
萱
興
せ
し
商
品
を
蒐

集
し
、
牧
支
相
殺

し
、
現
在
有
高
を
表
示
す
る
も
の
是

な
り
。

ラ

ヤ
セ
を

タ
.
出
票
帳

支
撹
手
形
記
入
帳
に
該

賞
す
る
も
の

な
ザ
。
而
し
て
出
票
帳
は
本
祭
帳
簿
支
票
根
簿
の
こ
ご

な
る
こ
ε
を
得
。
本
祭

根
簿

ε
は
我
邦
支
彿
手
形
記
入

帳
に
該
賞
す
本
幕

オ
は
約
束
手
形
の
意

に
し
て
根
帳

ご

は
宿
根
帳
簿
の
義
な
り
、
約
束
手
形
を
獲
行
ず
る
場
合

に
大
抵
手
形

ε
此
帳
簿
ξ
に
割
印
を
捺
す
、
其
呈
示
支

搬
を
要
求
す

る
者
わ
る
時
割
印
を
結
合
し
て
真
贋
を
確

か
鞭
る
の
用
に
供
す
。

今
参
考

の
た
め
長
春
城
内
盆
獲
號
の
使
用
す
る
約
束

手
形

の
形
式
を
示
せ
ば
左
の
如
し
。

票根

合

臥

到
.

某
寳
號
洋
銭
…

元
言
明
無
息
期
至

何
月
何
日
交
付
不
俣
此
標

本
號
照
付

氏
名

経
理
人

何

某

中
華
民
国

年

月

日

第
十
三
巻

(第
五
號

一
五
〇
)

七
六
六

支
羃

根
帳

ε
は
小
切
手
叉

は
爲
替
手
形

の
根
を
存
す

る
も

の
に
し
て
其
信
用

方
法

は
本
票

根
帳

に
同

じ
。
.
.

　

ぬ
へ
し

レ

入
票
帳

受
取
手

形

記
入
帳

に
該

賞
す

る
も

の

な
凪
。

ラ

ネ

し
も

ソ

迭
銀
簿

現
金

を
絶

入

の
居
所

に
送
付
す

る
ご

き
本
簿

ε
併

せ
持
参

せ
し

め
、
溝

上
適
當

の
所

に
受
取

の
旨

記
入
捺
印

せ
七
む

乃
も

の
に
し

て
我
邦
判

取
帳

ε

相
似

π
り
。

ラ

や
し
ヘ

ツ

迭
貨
簿

貨
物
判

取
帳

に
し

て
そ

の
用
法
蓬
銀

簿

に
同

じ
。

大
.商
店

に
し
て
精
密

を
貴

ぶ
も
の
に
あ

り

て
は
以
上

十
九

種
の
外
術
数

種
の
帳
簿
を
用

ふ
る
も

の
な

ぎ

に
あ

ら
ざ

れ
こ
も
、
多
く
は

之
よ
り
省
略

し
陀

る
も

の

に
し

て
、
支

那
商
店
簿

に
於

け
る
帳
簿

の
種
類

ε
用
法

ε
は

略
之

に
依

り

て
察
知

し
得

べ
し
。

二

商

業
帳
簿

の
記
帳

記
帳

の
方
.法
を
述

ぶ
る
に
先

ち
暗
礪

撒
字

ε
略

字
法

ご
に
就

き

て

一
言

せ
ざ

る

べ
か
ら
す

、
何

ε
な
れ

ば
支

那
商

人
の
記
帳

に
用

ふ
る
数

字
は
暗
砺

`
椚
す

る
特
殊

の
も

の
に
し
て
.
之
を

解
せ
ず

ん
は
記
帳
す

る
こ
嬉
能



[

ほ

ざ
れ
は
な
b
.ゆ
㌧

∴

～
司
.
.暗
礪
数

字
及
商
業
省
筆
法

う

ぐ

・
イ

暗
備
数
字

く
.
.
.
.

記
帳

に
用
ふ
る
藪
字
は

=

一三
四
五
六
七
八
九
零
等

を
用
ふ
る
こ
ご
稀
に
.し
て
羅
馬
数
字
に
支
.那
文
字
を
加

味

し
た
る
が
如
き

}
種
の
敷
字
を
使
用
す
、
之
を
暗
循

数
字
.ざ
稽
す
、
即
ち
左
の
如
し
。

.
L

11

川

メ

,̀

山

あ
エ

二
丈

、
0

一
二

三̀

四

五

⊥
ハ
七

八

九

零
.

此
敷
.字
を
以
て
各
種
の
撒
を
表
示
す

る
の
方
法
は
亜

拉

比
亜
敷
字
に
異
な
ら
す
、
但
し
亜
拉
比
亜
数
字
の
記

帳

法
は
便

は
則
ち
便
な
れ
こ
も
左
方
よ
り
横

に
記
す

る

も
め
な
れ
ば
右
方
よ
b
縦
.に
記
す

る
を
常
ξ
す
る
支
那

に
あ
り
、て
は
探
.て
以
て
直
ち
に
法
ご
篤
し
難
し
、
是

に

於
て
か
支
那
人
は
暗
婿
轍
字

に
交

ふ
.る
に
曹
來
の
敷
字

を
.以
て
し
、
横
記
法
に
配
す
.る
に
縫
記
法
を
以
.て
し
記

帳

に
便
な
ち
し
む
。
一例
示
省
略
)

ラ
,
.口

商
業
省
筆
浅

く

.

支
那
商
人
間

に
於
て
は
以
上
述

べ
た
る
暗
備
敷
字
の

蕪

館
邦

滋
洲

障
於
け
ち
支
那
商
店
の
帳
簿

心外
略
字

を
川

ふ
る
こ
ε
亦
行

は
る
、
蓋

し
略

字
た

る
や

蘭
質

日
常
普

通

に
用

ふ
る
文
字

に
限

り
行
は

る
も

の
に

し

て
其
藪
固

よ
り
多

か
ら
ナ

〔
例
示
省
略

)

珊

記
帳

の
方

法

く

帳
簿

記
入

の
方
法
は
帳
簿

の
種
類

に
由

り

異

同

鵡

り
、
今
原
始
簿
た

る
貨
源

、
批

獲
、
銀

洋
鏡

総

に

つ
き

　
記
帳

方
法
を
例
示
す

れ
は
左

の
如

し
。

イ
・

銀
洋
鍍
総

く」此
帳
簿

は
畦
紙

よ

り
成

り
、
中
央

に

.
線

あ
り
て

二

欄

に
横
断

し
上
欄

は
受
方

〔
入
)
に
し

て
下
欄

は
波

方

(出

)
な

り
、
金
銭

を
受
け

た
る
時
は
上
欄

の
頂
上

に

先

づ
牧

の

　
字
を
書

{
、
尋

て
關
係

人
名
を
書

し
更

に

ぐ

受
取
り
た

る
銀
洋
銭

種
を
記
し

,
最
後

に
金

額
を
記
す

な
り
。

金
銭
を
渡

し
た
る
時

は
下
欄

の
頂

上

に
先

づ
付く

の

一
字

を
書
す
、
其
他

の
記
入
法
は
受
取
.り
た

る
時

に

同
じ
、
、
而
し

て
螢
業
時
間

後

に
至
り

、
牧
支

を
計
算

し

貨
幣

の
種

類

に
怨
じ
残
高

を
示
す

を
常

ε
す

。

副

、
貨

源

帳
簿

の
様

式
は
前
者

に
同
じ
、
貨
物
を
仕

入
れ
た

る

ラ

時

は
上
欄

に
牧
字
を
書

し
、
次
で
綱
手
方
人
名

?
仕

入

(

第
十
一二
巻

.(第
五
號

、』
五
.一)

冴七
山八
七

●

,

.

「



、

・

雑

、鋒

濾
洲
に
於
け
ろ
支
那
商
店
の
帳
簿

品
名

.
轍
量
及
毎
件

の
原

贋
を
記

し
.
若

し
運
賃
其

他

の
諸

入
費

の
原
儂

に
加

ふ
べ
き
も

の
あ

る
時

は
之
を

記

す
、
而

し
て
之
が
代

償
を
支
彿
ひ

た
る
時

は
下
欄

に
之

　

を
略
記
し
、
両
詫
ε
害
せ
る
印
を
上
下
両
欄

に
捺
し
以

く

て
債
樒
債
務

の
終
了
せ
し
こ
`
を
表
示
す
。

瑚

批

獲

・・

く記
帳

の
方
法
貨
源
に
相
似
た
り
、
商
品
を
賞
り
た
る

時
は
上
欄

に
關
係
人
名
を
書
し
、
次
で
付
字
及
品
名
数

量
毎
件
の
原
横
を
記
し
、
最
後
に
運
賃
等
の
諸
入
費
を

書
す
、
而
し
て
代
贋
の
支
佛
は
れ
た
る
時
は
簡
軍
に
金

ラ

額
を
下
欄
に
記
し
両
詫
の
印
を
双
方

に
捺

す

も

の

こ

(

す
。以

上
賦
原
始
簿
の
記
入
方
法
な
り
、
轄
記
簿
の
記
入

方
法
は
原
始
簿

の
取
引
事
項
を
拾
集
し
、
其
勘
定
科
目

に
從
ひ
順
次
登
記
す

る
も
の
に
し
て
、
登
記
済
の
上
は

登
記
の
認
過
字
を
書
す
る
か
叉
は
過
印
を
捺
す

ご
ε
Σ

く

く

せ
り
、
而
し
て
韓
語
簿

に
貸
借
両
欄
を
設
け
取
引
の
性

質
に
從
ひ
滴
當
の
欄

に
登
記
し
貸
借
の
關
係
を
明
か
に

す

る
こ
ご
洋
式
帳
簿

ご
略
同
じ
、
然
れ
こ
も
支
那
の
韓

語
簿
は
自
店
を
圭
ざ
し
自
席
の
受
げ
だ
る
も
の
は
轄
記

第
十
三
巻

、(第
五
號

一
五
二
)

七
六
入

ラ

簿
諸
勘
定
の
受
方
即
ち
上
欄
に
記
し
て
牧
字
を
註
し
、

く

う

自
席

の
渡
し
た
る
も
の
は
其
波
方
即
ち
下
欄
に
記
し
付(

字
を
註
す

る
こ
ε
は
其
趣
を
異

に
せ
b
。

軍

商
業
帳
簿

の
裁
綴

次
に
支
那
商
業
帳
簿
の
騰
裁

に
就
ブ
、述

べ
ん
に
、
我

邦
の
袋
綴
長
綴
ピ
は
梢
其
趣
を
異
に
し
、
原
始
簿
は
多

く
は
幅

一
尺
縦
八
寸
あ
り
て
表
紙
は
自
厚
紙
を
用
ひ
、

」
韓
語
簿
は
原
始
簿

に
比
す
る
時
は
稽
小
形
に
し
て
表
紙

は
青
藍

色
の
畠
叉
は
紙
を
用
ふ
、
借
北
郷
補
助
簿
は
原

始
鐘
…の
小
形
な
る
も
の
轄
記
簿

の
小
形
な
る
も
の
あ
b

而
し
て
上
下
二
欄
あ
る
は
韓
記
簿

の
み

に
限
ら
す
、
但

し
上
下
二
欄

に
分
た
れ
た
り
ご
て
必
ず
し
も
貸
借
を
分

配
す
る
を
要
せ
す
、
便
宜
に
階
ふ
の
み
、
只
慣
習
に
て

略

一
定

せ
b
ε
云
ふ
に
過
ぎ
す
。
帳
簿
の
紙
質
は

]
寇

し
丁
数

の
如
き
も
六
十
枚
或
は
百
枚

ε

]
足
し
商
店
の

纏
縫
す

る
限
り
愛
更
す

る
こ
ε
な
し
。

四

商
業
帳
簿
の
特
質

凡
て
商
業
帳
簿
は
商
業
の
種
類
ざ
取
引

の
大
小
繁
閑

等
に
依
b
其
部
数
性
質
名
構
を
異
に
す

る
も

の
な
れ
ご

.

も
、
其
組
織

に
至

っ
て
は
必
ヤ

}
定
の
法
則
に
違
ふ
を

0

T



.

常

ご
す
。
満
洲

の
如

き
各
地

特
種

の
商
習

慣
存

し
、

一

地

方

に
て
は
瞥
業

の
種
類

に
依
b

て
特
殊

の
響

規
を

有

し
、
同
業
者

闘

に
於

て
も

各

家
各

別

の
家
憲

を
有
す

る

地

方
に
於

て
殊

に

一
家

】
色

の
傾
向

を
有
す

る
帳
簿

は

.

戸

ρ
御
名
穂

を
異

に
し
.
甚

だ
し
き
に
至

っ
て
は
同

↓

名
構

の
表
號

も
甲
府

ご
乙
店

ご
は
性
質
を
異

に
す

る
が
.

如
く
殆

ん
ご
捕

捉

し
能

は
ざ

る
が
如

き
顧
あ

る
も
、
仔

細

に
考
察

す

る
時

は
皆

一
定

の
原
則

に
從

っ
て
組

織
せ

ら
れ

つ
N
あ

る
を
見

ん
。

～

今
商

業
帳
簿

の
特
質

ε
見

る

べ
き

二
三

を

擧

げ

ん

か
、

ラ
　

マ
ヘ

ヤ
ヨ
リ

ヤ
う

一

日
記
帳

を
備

へ
す

(
洋
式
簿
記

に
あ
り

て
は
日

記
帳

は
唯

一
の
原
始
記
入

簿

に
し
て
實

に
鞍

業

の
歴
史
簿

な
り
、
支

那
商
業
帳
簿

に
於
て
も
日
記
帳

を
備

へ
す

ご
云

ふ
は
唯

↓
冊

こ
し

て

纏

ま
り
た

る
H

記
簿

な

き
の
謂

に
し
て
之

を
飲
ぐ

ε
云

ふ
に
は
あ
ら
す

、
即
ち
日

記
帳
を
三

部
に
分
別
し
商
品

の
費
却

に
間
す

る
事
項

は
之
々
批
獲

に
記
し

、
買
付
仕

入

に
關
す

る
も

の

ほ
之
を
賃
源

に
記

し
,
金
銭

の
出
納
-

一

に
關
す

る
も
の

.は

之
を

銀
洋
銭

縄

に
記
す
。

雑

録

漏
洲
に
於
げ
る
支
那
商
店
の
帳
鑓
、

但
し
大
商
店

に
於
て
は
往
々
補
助
簿

ご
し
て
日
記
帳

な
る
も
の
を
設
け
湘
商
品
の
賞
買
金
鏡
の
出
納
に
關
せ

ざ

仁
事
項
を
記
載
す
。

而
し
て
右
の
三
帳
簿

は
洋
式
簿
記
に
於
て
は
補
助
簿

の
性
質
を
帯
ぶ
る
も
の
な
る
が
、
満
洲

に
於
け
る
支
那

商
店
に
於
て
.は
却
て
主
要
簿

の
用
ざ
な
す
ご
同
時

に
補

助
簿
の
用
を
兼
ね
る
も
の
な
る
を
以
て
實
際
の
便
.宜
は

調
て
勝
れ
る
を
見

る
、
蓋
し
通
常
主
要
簿
は
其
性
質
こ

し
て
取
引

の
性
質
如
何
を
諭
せ
す
其
取
引
の
起
た
.る
順

序

に
從
ひ
日
記
艦
を
以
て
記
録
せ
ら
る
＼
が
故
に
取
引

の
類
別
に
就
て
其
顛
末
始
終
を
知
る
に
甚
だ
不
価
隅
な
り

然
る
に
實
際
上
に
於
て
岨
取
引
の
種
類
を
匪
別
し
て
其

各
様

に
就

き
顛
末
を
知
る
こ
ご
甚
だ
緊
要
な
れ
ば
自
然

更
に
補
助
簿
を
備

へ
て
之
が
記
入
を
寫
す
の
必
要
を
威

せ
ん
、
去

唯
ば
斯
く
す

る
時
は
二
重
の
手
数
を
要
し
、

其
煩
に
堪

へ
ざ
る
が
故
に
.、
此
不
便
を
避
け
ん
が
た
め

日
記
慌
の
主
要
簿
を
當
初
よ
り
分
類
し
、
其

「
種
別
毎

に
帳
簿
を
設
け
、
之
に
順
次
的
明
細
の
記
入
を
な
し
而

し
て
是
等
の
帳
簿
よ
り
直
接
に
原
簿

へ
登
記
す
る
の
方

注
を

こ
ら
ば
其
各
帳
簿
は
圭
嬰
簿

の
用
を
寫
し
兼

て
補

筍
十
三
巻

〔第
五
號

一
五
三
)

七
六
九

.

弊麟



申
.

雑

鋒

満
洲
に
於
1/
ろ
支
那
商
店
の
帳
簿

助
簿

の
用
を
も
達

し
得

て
ナ

に
手
数

を
省
略

し
得

る
の

便
あ
り
、
比
熱

に
於

て
支
那
商
業
帳
簿

は
西

洋
帳
簿

よ

り

一
歩
進

み
し
も

の
ピ
云

ふ

べ
し
。

ラ

マ
ゐ
ヤ

も
ヤ

ニ

仕
鐸
帳

な
し

一
洋
式
簿

記

の
基
礎

は
貸
借
關

係
た
の
、
熬

れ
ざ
も
普

通

支

那
人
の
腸

裡

に
は

か
N
る
抽
象

的
厭
念

の
護
生

せ

る

こ
ご
な
し
、
獲

て
仕
鐸
な

る
も

の

玉
存

せ
ざ

る
は
論
を

挨

た
乎
、
只

之

に
類

せ
る
は
或
種

の
帳
簿

に
し

て
牧
支

二
注
を
記
す

べ
き
必
要
あ

る
も

の
は
上
下
二
欄
剛
に
分

ち

上
欄

を
借
方

ε
し

て
総

て
受

取

b
し
も

の
を

記
入
し

、

下
欄

を
貸
、方

ε
し

て
総

て
仕

梛
ひ
た

る
も

の
を
記
入

す

る
が
如

き
是
な
り

、
然

れ
こ
も

こ
れ
有

形
ε
有
形

`

が

貸
借

の
位
撒

に
立

つ
場

合

の
み

に
し
て
、
無

形

の
も

の

を
人
格

現
し

て
之
セ
貸
借

の

一
方

に
立

た
し
む

る

こ
ε

な
し
、
且
其

元
帳

の
人
名
勘

定

の
如

き
も
淘
.ほ
上
欄

を

借

に
下
欄
を
貸

ご
し
て
前
方
を
主

ε
し
て
見

る
こ
.し
を

」鳥

さ
す

、
暴

れ
明
に
洋
式
韓

記

に
比

し
て
幼

稚

な
る
黙

な

る
も

叉
旛

記
法
を
學
ば
ざ

る
者

に
も

直

ち
に
記
帳

し

得

る
の
便

る
り
。

　

も

カ
も
ヒ
へ
た
ヤ

ヤ
ら
も
へ

三

元
帳

は
数

多
に
分
別

せ
ら

る
.

第
+
二
巻

(第
五
號

一
五
四
)

七
七
〇

.

洋
式
簿

記

の
元
帳

に
在

り
て
は
口
座

の
方

法
に
依

り

勘

定
科
目
毎
.に

一
座
を

設
く
、
支
那
商
店

の
帳
簿

に
も

同
じ
く
口
座

の
制

あ

れ
こ
も

.
勘
定

科
目
中
同
瀟
類

の

・
も

の
を
概

括

し
て

一
冊
ぎ

な
し
、
毎
珊
中

に
て
口
座

を

分
別
す

、
大
商
店

に
至

っ
て
は
掛
元
帳

の
如

き

一
口
座

.

毎
に

一
帳
を
立

つ
る
あ
㌔

由
基
観
之
是
に
出
て
観
る

に
元
帳
も
亦
補
助
簿

の
用

を
兼
有
す

ビ
謂

ふ

べ
し

ラ

へ
も
エ

を
ヤ

ヘ
や

四

略
字

階
鶴

の
使
用

(
略

字
暗
稿

に
就

て
は
馳
述

せ

し
所

の
如
し
差

し
是
等

を
使

用
す

る
は
簡

便

を
重

ん
ず

る
商
人

ε
し
て
止

む
を

得

ざ

る

バ、し

巴
は
謂

へ
、
盛

に
之
を
使
用
す

る
の
儲
果

は
商

人
ξ
し
て
却

て
其
略
字

た

る
を
知
ら
す

正
字
を
問

へ
.こ
も
答

ふ
る
能

は
ざ

る
が
如

き
滑

稽

を
演

じ
、
又
.帳

簿
調
査

に
困
難
を
威
す
る
こ
募

る
は
看
過

し
難
き
黙

也
。
.

・
・

以
上
述

ぶ

る
が
如

く
満
洲

に
於
け

る
支

那
商
店

の
帳

簿

整

理
の
方

法
は
軍
式
簿
記
法

に
旙
す

、
最
近

に
至
り

籠

會
警

新
興
の
暮

し
襲

輕

を
採

藤
軽

雛

讐

鷲
　帳郷

,



r.

,

帳
の
缺
如
元
帳
の
分
割
等
多
少
の
訣
黙
な
き
に
あ
ら
ざ

.

れ
こ
も
共
用
ふ
る
帳
簿

の
組
織
ε
種
類
ε
を
考

ふ
る
時

は
頗

る
整
頓
し
た
る
も
の
に
し
て
、
我
邦
欝
來
の
大
繭

帳
式

ξ
は
共
選
を
異
に
し
殆
ん
ざ
複
式
簿
記
の
.幽
を
摩

す
或
は
単
式
簿
記
の
完
全
の
域
に
避
け

る
も

の
ε
謂

ふ

べ
き
歎
。
莞
　

[


